
 

 

町立学校の再編に関するアンケート調査について 

１．調査の目的 

町内の幼稚園，保育所・保育園に通園または小学校に就学しているお子さんの

保護者の方すべてを対象に，教育環境や学習環境の充実を目的とした町立学校再

編基本計画・再編実施計画の策定に，保護者の意見を反映させる。 

２．調査方法 

幼稚園，保育所・保育園および小学校に協力を依頼し，それぞれを通して調査

票の配布・回収を行う。 

３．調査期間 

・配布 ７月５日（金）～ 回収 ７月１９日（金）まで 

・集計・結果取りまとめ作業   ７月末～８月末 

４.町立学校の再編に関するアンケート調査の調査項目 

区分 設問内容 設問目的 

回筓者の属
性 

問１ 年齢 回筓者の属性を把握し，
各設問を分析するため
の基礎指標とする。（ク
ロス集計時の属性） 

問２ 子どもの状況 

問３ 居住校区 

小学校適正
規模に関す
る意向 

問４ 望ましいと思う１学年あたりの学級数 

適正規模に関する意向
を把握し，再編パターン
等の検討に活用する。 

問５ 望ましいと思う１学年あたり学級数の理由 

問６ 適正だと思う１学級あたりの人数 

中学校適正
規模に関す
る意向 

問７ 望ましいと思う１学年あたりの学級数 

問８ 望ましいと思う１学年あたり学級数の理由 

問９ 適正だと思う１学級あたりの人数 

町立学校再
編に関する
意向 

問 10 小学校の小規模化に対する対応 
小規模化に対する対応
や再編に伴う通学区域
の変更など，教育環境全
般に係る意向を把握し，
再編の基本的な考え方
の検討に活用する。 

問 11 小中学校の通学区域変更時に配慮すべきこと 

問 12 小中学校の学校選択に関する意向 

問 13 小中学校に期待すること 

問 14 小中学校の再編に関する意見等（自由記述） 

（情報提供）P2 阿見町の小学校児童数及び中学校生徒数について 

P6 茨城県教育委員会「公立小・中学校の適正規模について（指針）」の概要 

P8 「阿見町立学校再編検討委員会」の設置と「意見交換会」開催のお知らせ 
 

資 料 ３ 
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日頃より，阿見町の教育行政にご理解とご協力をいただきまして，誠にありがと

うございます。 

阿見町では，近年の尐子化に伴い児童・生徒が減尐する一方，市街地では人口増

により教室の不足が生じていることを踏まえ，「阿見町立学校再編基本計画・実施

計画」の策定を予定しており，そのためのアンケート調査を実施することといたし

ました。 

この調査は，町内の幼稚園，保育所・保育園に通園または小学校に就学している

お子さんの保護者の方すべてを対象に，教育環境や学習環境の充実を目的とした町

立学校再編基本計画・再編実施計画の策定に，保護者の皆様のご意見を反映させて

いただくために実施するものです。 

記入につきましては，無記名でお願いし，調査結果は統計的な数値として取りま

とめ，ご回筓いただいた内容は調査目的以外には決して使用いたしません。プライ

バシー保持には万全を尽くしますので，ぜひ率直なご意見をお聞かせください。 

ご多忙のところ誠に恐縮ですが，本調査の趣旨をご理解いただき，ご協力くださ

いますようよろしくお願いいたします。 

平成 25年７月                    阿見町教育委員会 

町立学校の再編に関するアンケート調査 

～調査ご協力のお願い～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ご記入についてのお願い＞ 

１．この調査は，平成 25 年 7 月１日現在の状況について，あてはまるものの番

号に○をつけてください。○の数は，質問ごとに「１つに○」，「あてはまる

ものすべてに○」などとそれぞれ指定していますので，ご注意ください。 

２．ご記入が終わりましたら，恐縮ですが同封の返送用封筒に入れて， 

７月 19日(金)までに担任の先生へ提出してください。 

３．このアンケート調査についてのお問い合わせ先 

阿見町教育委員会 学校教育課 

電話：０２９（８８８)１１１１（内線３２１） 



 

 2 

3,506

2,543 2,689 2,584

1,314

2,007

2,026

1,198 1,267

3,857 3,887 3,851

5,513

0人

1,000人

2,000人

3,000人

4,000人

5,000人

6,000人

H元年 H3年 H5年 H7年 H9年 H11年 H13年 H15年 H17年 H19年 H21年 H23年 H25年

中学校３校

小学校８校

阿見町の小学校児童数及び中学校生徒数について 

平成元年以降の小学校児童数及び中学校生徒数は，平成 17 年まで減尐傾向が

続いていましたが，それ以降はほぼ横ばいに推移しており，平成 25 年５月１日

現在の小学校児童数は 2,584 人，中学校生徒数は 1,267 人となっています。 

現在，町内には小学校が８校ありますが，各校の児童数には大きな差がみられ

ます。 

小学校児童数及び中学校生徒数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各年 5 月 1 日現在 

町立小学校の児童数及び学級数（平成 25 年） 

  １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合計 

阿見 
児童数 100 83 97 69 91 109 549 

学級数 3 3 3 2 3 3 20 

実穀 
児童数 13 12 10 20 22 22 99 

学級数 1 1 1 1 1 1 7 

吉原 
児童数 10 13 10 10 18 16 77 

学級数 1 1 1 1 1 1 7 

本郷 
児童数 117 112 106 94 114 102 645 

学級数 4 4 3 3 3 3 23 

君原 
児童数 13 10 15 11 14 16 79 

学級数 1 1 1 1 1 1 7 

舟島 
児童数 58 58 69 60 65 60 370 

学級数 2 2 2 2 2 2 13 

阿見第一 
児童数 88 87 84 96 93 110 558 

学級数 3 3 3 3 3 3 22 

阿見第二 
児童数 37 36 29 32 40 33 207 

学級数 2 2 1 1 1 1 10 

計 
児童数 436 411 420 392 457 468 2,584 

学級数 17 17 15 14 15 15 109 

※平成 25 年 5 月 1 日現在，合計の学級数には特別支援学級も含む 
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問１ あなたの年齢はおいくつですか。（１つに○） 

 

１．29 歳以下    ２．30 歳～39 歳    ３．40歳～49 歳 

４．50 歳～59歳   ５．60 歳以上 

 

 

問２ あなたのお子さんについてお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

 

１．乳児（０～２歳）  ２．幼児（３～６歳）  ３．小学１～２年生 

４．小学３～４年生   ５．小学５～６年生   ６．中学生 

７．中学卒業以上の子 

 

 

問３ お住まいの地区はどの小学校区ですか。（１つに○） 

 

１．阿見小学校区 

中郷西，北，宿，西方，中央東，中央西，中央南，中央北，鈴木，三区上， 

三区下，富士団地 

２．実穀小学校区 

実穀，寺子，上小池，下小池，上長，筑見 

３．吉原小学校区 

大砂，上吉原，中吉原，下吉原，新山，福田 

４．本郷小学校区 

住吉，二区北，二区南，一区，上本郷，下本郷，本郷，シンワ，中根 

５．君原小学校区 

君島，大形，石川，塙，追原，上条，飯倉，飯倉二区 

６．舟島小学校区 

上島津，下島津，南島津，掛馬，竹来，南平台一丁目，南平台二丁目， 

南平台三丁目 

７．阿見第一小学校区 

岡崎，中郷東，立ノ越，青宿，新町，廻戸，霞台，大室，白鷺団地，曙東， 

曙南，レイクサイドタウン 

８．阿見第二小学校区 

阿見台，西郷，一区南，一区北，上郷 
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問４ 小学校 1 学年あたりのクラス数は，どの程度が望ましいと思いますか。 

（１つに○） 

 

１．１クラス（全学年で６学級）がよい 

２．１～３クラス（全学年で 12～18クラス）がよい 

３．４～５クラス（全学年で 24～30クラス）がよい 

４．複式クラス（複数学年が１学級）でもよい 

※複式クラスとは … 学年ごとにクラスを編成するのでなく、複数学年で

１クラスにする学級編制のこと 

５．６クラス以上（全学年で 36 クラス以上）でもよい 

 

 

問５ 問４で選んだ項目について，そう思われる理由は何ですか。あなたの考えに近

いものはどれですか。（３つまで○） 

 

１．一人ひとりに目が行き届き，丁寧な指導が期待できる 

２．クラス替えがあり，たくさんの友達ができる 

３．さまざまな個性を持つ友達と触れ合い，互いに切磋琢磨できる 

４．ゆとりのある教育が受けられる 

５．協調性を養う機会に恵まれる 

６．学校全体に活気があり，学校行事が盛大にできる 

７．学校行事での活躍の場が豊富になる 

８．同じ児童とずっと同じクラスで過ごせ，互いに親密になれる 

９．学年を越えた友達ができやすい 

10．その他（                            ） 

 

 

 

問６ 小学校１学級あたりの児童数は，何人くらいが適正だと思いますか。 

（１つに○） 

 

１．10 人程度    ２．20 人程度    ３．30人程度 

４．40 人程度    ５．その他（                  ） 
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問７ 中学校 1 学年あたりのクラス数は，どの程度が望ましいと思いますか。 

（１つに○） 

 

１．１クラス（全学年で３クラス）がよい 

２．２～３クラス（全学年で６～９クラス）がよい 

３．４～６クラス（全学年で 12～18クラス）がよい 

４．７～９クラス（全学年で 21～27クラス以上）がよい 

５．10 クラス以上（全学年で 30クラス以上）でもよい 

 

 

問８ 問７で選んだ項目について，そう思われる理由は何ですか。あなたの考えに近

いものはどれですか。（３つまで○） 

 

１．一人ひとりに目が行き届き，丁寧な指導が期待できる 

２．クラス替えがあり，たくさんの友達ができる 

３．社会性や協調性を養う機会に恵まれる 

４．学校全体に活気があり，学校行事が盛大にできる 

５．ゆとりのある教育が受けられる 

６．クラブ活動や選択教科の選択の幅が広がる 

７．学校行事での活躍の場が豊富になる。 

８．専門教科の先生の人数が多い 

９．同じ生徒とずっと同じクラスで過ごせ，互いに親密になれる 

10．学年を越えた友達ができやすい 

11．その他（                            ） 

 

 

問９ 中学校１学級あたりの生徒数は，何人くらいが適正だと思いますか。 

（１つに○） 

 

１．10 人程度    ２．20 人程度    ３．30人程度 

４．40 人程度    ５．その他（                  ） 
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問 10 本郷小学校を除く他の小学校では，児童数の減尐による学校の小規模化が進

んでいます。今後の対応で，あなたの考えに一番近いものはどれですか。 

（１つに○） 

 

１．現行のままの学校配置で良い 

２．小規模校を対象に，近隣の学校と統合すべきである 

３．すべての学校を対象に，通学区域の見直しや統合をすべきである 

４．茨城県の指針（下記参照）にもとづき適正規模化を進めるべきである 

５．その他（                            ） 

 

 

 

茨城県教育委員会 「公立小・中学校の適正規模について(指針)」 の概要 

小中学校の適正規模や適正配置については，設置者である市町村がそれぞれの歴史や

地域との関わりを考慮しながら主体的に判断すべきものですが，茨城県教育委員会では

県として児童・生徒のより良い教育環境や学習環境，人間関係の構築などから望ましい

学校の目指すべき姿を指針として示しています。（平成 20 年 4 月策定） 

全文：http://www.edu.pref.ibaraki.jp/board/gakkou/shochu/gakkodukuri/tekisei/sisin.pdf 

 小学校はクラス替えが可能である各学年 2 学級以上（計 12 学級以上），中学校はクラ

ス替えが可能ですべての教科の担任が配置できる計 9 学級以上が望ましい。 

 学習環境を充実させるために，複式学級の解消を積極的に図るべきである。 

 すべての学年においてクラス替えができない１学年１学級の小学校，クラス替えがで

きない５学級以下の中学校について，統合や学区の見直しを検討すべきである。 

 統合を実施しても適正規模になることが見込めない場合であっても，将来的な複式学

級の回避，児童・生徒の社会性や良好な人間関係を築くための生活集団の確保という

観点からも，統合を検討すべきである。 

 将来的な児童・生徒数の推移などを考慮して市町村全体での適正な配置となるよう，

地域の地理的・歴史的な成り立ちによる生活圏などを考慮しながら適正配置を検討す

ること。 

 適正配置により，通学区域が広域化されることに伴う通学距離及び通学時間の児童・

生徒に与える影響や安全，学校の教育活動への影響等を十分検討し，保護者や地域住

民の不安の解消などに配慮すること。 

 統合等が行われた場合，児童・生徒の人間関係や学習環境が大幅に変化することを踏

まえ，事前の交流活動や統合後のきめ細かな指導が行えるよう十分な配慮を行うこと。 
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問 11 小中学校の通学区域を変更する場合に，どのようなことに配慮すべきだと思

いますか。（２つまで○） 

 

１．通学路は交通量の多い道路や川など，危険な場所がないように配慮する 

２．遠距離通学にならないように配慮する 

３．同じ地区の区域で，通学区域が分かれないように配慮する 

４．遠距離通学者については，スクールバス等の通学方法に配慮する 

５．その他（                            ） 

 

 

問 12 小中学校の学校選択について，どのようにお考えですか。（１つに○） 

 

１．指定された小中学校に入学させるべきだと思う 

２．指定された小中学校の隣接校なら入学させてもよいと思う 

３．町内の小中学校ならば，どこに入学させてもよいと思う 

４．その他（                            ） 

 

 

問 13 小中学校に期待することについて，あなたの考えに近いものはどれですか。 

（２つまで○） 

 

１．学校施設の開放により，身近な学習やスポーツの場の提供など，地域活動 

の充実に期待する 

２．先生が地域の一員として，地域の知識や技能を習得し，地域の特徴や 

素晴らしさを子どもたちに伝える 

３．学校と地域の情報交換を進めるなどで，子どもたちの日常生活を地域が 

支える関係をつくる 

４．安全で安心な学校づくりに向けて，緊急時の防犯システム等を備えた 

学校づくりを行う 

５．その他（                            ） 
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問 14 小中学校の再編について，ご提案やご意見等がありましたら，ご自由にお書

きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査項目は以上です。ご協力いただき，ありがとうございました。調査票は同封の返

送用封筒に入れて，７月 19日(金)までに担任の先生へ提出してください。 

 

 

 

 

「阿見町立学校再編検討委員会」 の設置と 「意見交換会」 開催のお知らせ 

阿見町立学校再編基本計画・実施計画の策定にあたっては，地域，保護者，小

中学校長，町議会の代表者，学識経験者で構成する「阿見町立学校再編検討委員

会」を組織し，協議を行います。会議は公開しておりますので，傍聴を希望され

る方は阿見町教育委員会学校教育課までお問い合わせください。 

また，町立学校の適正規模等に関するアンケート調査の結果報告をはじめ，学

校再編に関する地域や保護者の方々のご意見をお聞かせいただくために，小学校

区ごとに「意見交換会」の開催を予定しています。詳細が決まりましたら，『広

報あみ』や町ホームページでお知らせいたします。 

 


